
赤色が濃いほど湿害リスクが高い

農研機構東北農研作成

4-10

3つの野菜産地が一体的に取組む、ドローンのシェアリングとデータに基づく
営農技術の確立

231ha（スイカ 103ha、ダイコン 48ha、サツマイモ 80ha）うち実証面積：約 80ha経 営 概 要

JA金沢市砂丘地集出荷場西瓜部会ほか（石川県金沢市）実証成果

実証課題名

①ホース装着型ドローン＋ドローンによるピンポイント施肥　
②圃場観測・灌水自動制御装置　③ビジネス用コミュニケーションツール

導入技術

シェアリングによるドローンの導入・運用コスト2,000円/10a
実証経営体における経営全体の所得向上5％以上

目　　標

問い合わせ先 石川県農林総合研究センター 農業試験場 企画調整室（Email：nk-kika@pref.ishikawa.lg.jp）

●散布用ドローンでは、慣行（動力噴霧器）と比べ作業時間が76％削
減、ホース装着型ドローンではスイカで19％、ダイコンで18％削減。

●圃場観測・灌水自動制御装置を用いて自動灌水制御を実施。蒸発散
量と前日の降水量に基づく灌水により、慣行に比べて乾湿差の少な
い灌水制御が可能。

●ドローンによる防除委託料を2,000円とした場合、散布用ドローン
では63.6ha、ホース装着型ドローンでは122.1haの受託で採算が
合う。

●自動灌水制御により、スイカで1％、ダイコン、サツマイモで4％の増
収効果を得た。また、スイカで障害（空洞果）の発生程度が低下した。

注1）スイカ：定植4/11、収穫7/12 ダイコン：播種8/18、収穫10/12 サツマイモ：定植5/26、収穫10/24
注2）空洞：0（無）～3（甚）で数値化し次の式で求めた。程度＝Σ（指数×個体数）÷（3×全調査個体数）×100
注3）ダイコンは両区とも外観、内部障害発生無し、サツマイモは両区とも内部障害の発生無し

目標に対する達成状況

ドローンによる防除作業 シェアリングによる作業委託料のシミュレーション

圃場観測・灌水自動制御装置による自動灌水制御 自動灌水制御による収量向上効果

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
○県内外からの積極的な視察の受け入れを行い、実証の動画や実証技術をまとめたパンフレットを通して技術を学べる体制を整備。
○石川県農林総合研究センターのスマート農業専任職員を中心に、県内産地の普及指導員や営農指導員にスマート農業を活用した課
題解決ができる人材を育成し技術体系を広げていくとともに、普及指導計画を基にしたスマート農業技術の推進体制を構築。

★

〇作業能率、導入・運用コストから作業委託料ごとの稼働必要面積を試算した場合、散布用ドローンで63.6ha、ホース装着型ドロ
ーンで122.1haをシェアリングすることで、導入・運用コスト2,000円/10a達成

〇ドローン防除の作業委託による労働時間の削減、圃場観測・灌水自動制御装置による栽培管理の高度化による収量向上等によ
り経営全体の所得が8.1％向上
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ホース装着型ドローンによる
防除作業時間減少効果

10a当たり作業時間（分/10a）

※令和5年度データより
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散布用ドローンによる
防除作業時間減少効果

10a当たり作業時間（分/10a）

サツマイモ

76％削減

19％
削減

18％
削減

ホース装着型ドローン
（防除可能面積2.1ha/日)

散布用ドローン
（防除可能面積5.3ha/日)

2,5002,0001,5002,5002,0001,500作業委託料(円/10a)

799,429882,391年間固定費(円)

1,345612運用コスト(円/10a)

69.2122.1515.846.763.699.4損益分岐点稼働面積(ha)

※散布用ドローンは令和5年度サツマイモデータ、ホース装着型ドローンは令和5年度スイカ、ダイコンデータより
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国土地理院空中写真を
ベースに作成

※令和5年度ダイコンのデータより
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実証品目 スイカ、ダイコン、サツマイモ

北

陸

192

（農）ファーム天神ほか（富山県南砺市）実証成果

中山間地域の水田転換畑における環境にやさしい農業及びスマート農業による持続可能な
にんじん新産地の確立
22.7ha（にんじん 2ha、大麦 12.1ha、大豆 8.6ha）
うち実証面積：にんじん 1.4ha、 農機シェアリング面積：大麦 18.8ha、大豆 16.1ha、
にんじん 4.2ha

①直進アシストトラクタ＋超砕土成型ロータリ＋可変施肥は種、
②ドローン防除・生育診断、③ICT環境モニタリング利用灌水、④収穫機のシェアリング

実証課題名

経 営 概 要

導入技術
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○JAを中心とした営農計画の策定及び作業集約、直進アシストトラクタのシェアリングによる減価償却費
　の低減
　●シェアリング面積 にんじん4.2ha、大豆15.6ha、大麦18.0ha
○スマート農機による精密作業及びデータに基づく栽培管理による省力化及び収量・品質の向上
　●作業時間38時間/10a（R2実績より17％削減）、単収2.2t/10a（R2実績より30％向上）

目　　標

問い合わせ先 福光農業協同組合　TEL 0763-52-4153　FAX 0763-52-1707

直進アシストトラクタ＋超砕土
成型ロータリ＋可変施肥は種

目標に対する達成状況1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3

●耕起～は種作業で大幅な効率化を実現。　　＊R5実績

作期全体の労働時間
●直進アシストトラクタ、超砕土ロータリ、農薬散布用ドローンに
よりにんじん作期全体の労働時間が19％削減。（慣行区41.7
時間/10aに対し実証区33.7時間/10a）　　　　　＊R5実績

収量向上と経営改善
●砕土成型ロータリによる砕土性の向上やICT環境モニタリング

装置による適切な灌水管理等により、単収は5％増加した。（慣
行区1.9t/10aに対し実証区2.0t/10a）

●高単価であるL・Mサイズの割合が慣行区45.8％に対して実証区
59.2％、規格外の割合が慣行区22.8％、実証区9.0％であった。

●規格サイズの優位性及び単収格差により販売額が向上し、慣行
区3,197円/時間→実証区5,039円/時間と所得が向上した。

表　R5サイズ別割合（％）

リモートセンシングドローンによる収量予測
●ドローンでのリモートセンシングにより、にんじんの株立率を把

握する技術を確立。また、株立数に根重を乗じることで、圃場
全体の植被率から調査圃場の推定収量を算出することが可能
となった。

★

○直進アシストトラクタ等の実証を継続するとともに、スマート農業技術の効率的な活用を進め、産地における経営全体の改善効
果の目標達成に向けて引き続き取り組む。

○JA福光管内の生産者に対しては、JA福光と砺波農林振興センターが中心となり、スマート農機の実演会や研修会で有効性を
提示するとともに、富山県全域には、富山県にんじん出荷協議会の生産者に対し、JA全農とやまと県農業技術課広域普及指導
センターが中心となり、情報発信に取り組む。

〇直進アシストトラクタをにんじん4.2ha、大豆16.1ha、大麦18.8haでシェアリングしたことで、慣行機と同額の機械利用料金設
定が可能となった。

〇スマート農機により作業時間は、慣行比19％削減され、33.7時間/10aと目標を達成し、単収は慣行比5％向上し、2t/10aとなった。
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実証区慣行区作業項目
1.11.1排水対策
1.01.5耕起
2.85.6うね立て・施肥・は種
10.311.3栽培管理・薬剤散布
18.522.2収穫・運搬
33.741.7合計（時間/１０a）

規格外SML2L3L
22.816.823.122.710.53.9慣行区
9.021.332.127.19.01.5実証区

実証品目 にんじん、大麦、大豆
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